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１．研究計画の概要 
本研究では、津波災害の経験に乏しい発展

途上国を対象として、効果的な津波防災対策
を実施する際に必要な総合的な津波防災戦
略のモデルを提案するとともに、いくつかの
発展途上国への導入を通して提案する戦略
モデルの有効性を検証する。津波防災戦略に
おいては、円滑な避難と、その実現に不可欠
な津波警報システムの開発が中心的課題と
なる。低頻度大規模災害である津波に対して
は、100年単位の再現周期に対して運用を継
続し、いつ津波が発生しようとも確実に警報
を発せられるよう、維持が容易な津波警報シ
ステムの運用のあり方を検討する必要があ
る。我々はそのような津波警報システムの運
用のあり方として「多目的観測ブイを用いた
リゾートホテル主導の津波警報システム」を
提案する。 
 
２．研究の進捗状況 
○ブイ本体の開発に関して 

2007 年度までに多目的観測ブイの試作品
として、音響測深型の水深計測機能を持った
ブイの試作機１号を設計・製作した。この試
作機 1 号を、2008 年 2 月に防災科学技術研
究所・平塚実験場の波浪観測塔付近に設置し、
約 3週間の試験運用を行った。試験運用の結
果得られた主な知見は、以下の通りである。 
・海況が穏やかであれば、試作機の性能で安
定して水深を計測できることが確認でき
た。ただ、強風等により海況が荒れた場合
に、測深データに欠落が生じる場合がある。
この理由は、波浪観測塔から撮影した試作
ブイの挙動から、波が立ってきた際に、ブ
イの姿勢が崩れ、測深用の音波を直下に発

信できないことによるものと考えられる。
波によって姿勢が崩れるのは、ブイのフロ
ート部の形状が扁平な円筒形であり、水面
波形の形状を捉えやすいためと考えられ
る。次の試作ブイの開発においては、フロ
ート部の底面を球面とする等の方法で、水
面の形状がブイの姿勢に影響を与えにく
いものに改良する必要がある。 

・試作ブイは従来の津波監視ブイと比較して、
格段に小型である。ゆえに試験を実施する
際の設置においても、地元漁業組合の協力
を得て、定置網を運営している漁業者に設
置してもらい、設置費用も低く抑えられた。
地元の一般の漁業者が有する設備と技術
で設置可能という点は、本研究の目的上非
常に重要である。すなわち本研究で開発し
たブイを用いれば、多目的観測ブイを沿岸
産業関係者自身で運用し、維持管理できる
可能性が高いことが確認できた。 
2008 年度には、前年までの実験結果を踏

まえ、これまでとは異なった手法による津波
観測システムの試作機（GPSを搭載した試作
機 2号機）を作成し、再び平塚実験場・波浪
観測塔付近で運用実験を行った。 
○日常的な利用のための要求性能調査 
 リゾートホテルの日常的な海洋観測ニー
ズの調査を行った。その結果、マリンレジャ
ー等において各種の海洋観測情報の利用ニ
ーズが高いことが分かった。また、既存のブ
イの性能調査として、気象庁及び各都道府県
の漁業関係組織が運用しているブイの性能
を調査しデータベース化した。これらの結果
は、今後多目的ブイの機能設計を行う際に活
用できると考えられる。 
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○ブイの運用戦略に関して 
 本研究で提案する多目的観測ブイネット
ワークシステムは、ブイによってリアルタイ
ム観測された潮位情報から津波を検知し、こ
れをネットワーク化されている他の地域に
配信するシステムである。しかしその主目的
は平時利用であり、津波警報システムとして
の機能はサブ機能でしかない。また津波警報
システムとして重要な津波到達までのリー
ドタイムは、自分のブイで確保するのではな
く、ネットワーク化された他のブイによる観
測データで確保する点がポイントである。こ
れが従来のブイによる津波観測システムよ
りも格段にシンプルに、また小型化、低価格
化が可能になる主な理由である。これらの点
を踏まえ、ブイの運用戦略の検証を、インド
洋のスンダ海溝に沿って発生する可能性が
ある地震を出来る限り網羅的に考慮したシ
ミュレーションに基づいて行った。本検討で
は、インド洋における外洋を伝播する津波を
対象とした。そして、インド洋沿岸の効果的
な津波観測点を抽出した。さらに各地域の減
災効果を定量化し、多目的ブイシステムの津
波対策としての有効性を示した。 
 
３．現在までの達成度 
 本研究では、当初予定していた海外の津波
被災地（3 拠点）での多目的ブイの設置と継
続観測は、機材開発上の問題（電源の問題な
ど）とそれを現地に運搬し継続運用する上で
の手続き上の問題等から実施できなかった
ので、国内での観測に切り替えた。その上で、
海洋ブイによる津波観測法に関しての何種
類かの手法を提案し、それぞれの適用性を確
認してきた。 
 多目的ブイそのものの開発・機能の検証に
ついては、当初想定していた方式を採用する
観測ブイでは、津波のような超長波長の海洋
波を経済的に計測することが困難なことが
わかった。これは求められるブイの重要な機
能の１つであるが、ブイに搭載する計測機器
の詳細仕様を検討する段階（本年度 9月）で
明らかになった。 
そこで、津波波高計測の方式を改めて検討

し直した。その結果、新しい方式を決定し、
計測器を購入するという業務が発生し、ブイ
の仕様検討・製作・試験的運用の開始が 6ヶ
月遅れた。ただし現時点においては、期待す
るような津波波高計測が可能なブイが完成
しつつある。 
 ブイの運用戦略については、インド洋にお
いてブイの設置の効果が高い地点を抽出す
るなど、津波防災戦略立案に必要な知見が多
く得られている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
平成 21 年度は、前年度までの研究活動を

踏まえ、多目的海洋観測ブイと避難施設を合
わせたインド洋沿岸の地域特性を踏まえた
「長期的津波監視の維持を重視した総合的
津波防災戦略モデル」を途上国へ導入するう
えでの問題点を整理し、その解決策を提案す
る。また多地点に設置された多目的海洋観測
ブイをネットワーク化し、その統合的運用と
成果の検証、運用上の課題の抽出とその解決
のための方策の提案を行う。その中で、ブイ
による観測項目とその活用状況を精査し、多
目的海洋観測ブイとして提案する観測項目
の標準セットを提案する。 
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